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論 文 内 容 の 要 旨

Ⅰ:一つの疾患に関与する抗原特異抗体には,種々の免疫グロブリンクラスのものが産生されてお り,そ

の相互反応によって病像が形成 ･修飾されると考えられる｡従って,ある疾患においてどのようなクラス

の抗原特異抗体が産生され,病像とどのように関係しているかを知ることは,疾患の解明に重要である｡

ところで,抗原特異 IgA抗体の測定に関する報告はまだ少ない｡私は radioimmunoassayによる血清中

の抗原特異 IgA抗体の測定法を新しく開発し,これを用いてアレルギー疾患児血清中の抗原特異 IgA抗

体を測定した｡測定の原理は Radioallergosorbenttest(EAST)に基づいている｡即ち,固相化した抗原

に被検血清を加え incubationL,洗浄後 125Ⅰ標識抗 IgAを加え再び incubationするO洗浄後固相抗原

に結合している isotopeを γ-counterで測定する｡125Ⅰ標識の抗 IgAは,IgA骨髄腫患者血清より精製

した IgAで家兎を免疫し,得られた抗血清を精製したものである｡標識されたものが抗 IgAであること

は,膳帯血で吸収後の標識抗体が radioimmunoelectrophoresis上,人血清に対し抗 IgA と一致する一

本の沈降線を形成したこと,固相化した IgA及び SJgAとの反応結果から確認した｡測定条件としてほ,

検討の結果 1検体当り3万-4万 cpmに相当する 125Ⅰ抗 IgAを用い,両 incubation共24時間行い,洗

浄は各 3回とした｡この方法で,ダニ･卵白 ･牛乳に対する特異 IgA 抗体を被検血清について測定した

が,判定はコントロール血清のRAST値との比較で行い,平均値より2SD以上の RAST値を示す血清

には特異抗体があるとしたO気管支暇息児では殆んどが,アナフィラクトイ ド紫斑病児ではその多 くが,

これらの抗原に対する特異 IgA 抗体をもっていたが,ア トピー性皮膚炎児では半数以下にしか検出され

なかった｡これらの疾患では,ダニと卵白に対する IgA 抗体の検出率に有意の差はなかった｡

Ⅰ:血清 IgAが高値を示す疾患の一つに,アナフィラクトイ ド紫庄病 (以下APと略)がある｡その病因

はなお不明であるが,近年 immunecomplexdiseaseとしてもとらえられ,IgA の関与が注目されてい

る｡私はこのAPにおける血清高 IgA 値の意義を明らかにすべ くAPの息児より経過をおって得た血清

について抗原特異 IgA 抗体を測定し,病像との関連を検討した｡又,同じ抗原に対する IgG･IgE抗体

も測定し,併せて検討を加えた｡対象はAP患児 6名で,抗原特異抗体は Radioallergosorbenttestに基
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づ く IgA-,IgG-,IgE-RAST によって測定し,抗原は食物抗原として卵白 ･牛乳,吸入抗原としてダニ,

更に StreptOkinase-streptodornase(SK-SD)を用いた｡各 RASTの判定は既に述べた如く,コントロー

ル血清の RAST値との比較で行った｡血清 IgA の高値は6例中5例に認められた｡SK-SD に対して検

出される抗体は IgGで,IgA及び IgE抗体は検出されなかった｡IgG抗体の出現は ASO高値と有意の

相関を示し,少 くとも血清 IgA の高値は先行感染の溶連菌に対する特異抗体によるものではないと考え

られた｡ダニ･卵白 ･牛乳に対する IgA抗体は5例で検出されたが,血清の tOtallgA 値や病期との関

連は特に認められず,その出現はむしろ一過性であった｡IgE抗体は IgA 抗体と同じように検出された

が,IgG抗体は検出されなかった｡これらの食物抗原に対する特異 IgA･IgE抗体の検出には,APに特

徴的な腸管病変の程度との関連が認められ,このことはAPにおける血清高 IgA が,疾患の原因になっ

ているとするよりも,APのために二次的に生じた所見と考えられることを示唆した｡

論 文 審 査 の 紘 一黒 の 要 旨

抗原特異 IgA抗体の測定に関する報告はまだ少い｡本論文の第一編では,先ず radioimmunoassayに

よる血清中の抗原特異 IgA抗体の新しく開発した測定法を述べた｡原理は RASTに基づくが固相化抗原

+被検血清+125LantilgA の如く,125Ⅰ標識精製抗 IgAにより,多種の抗原に対する特異 IgA抗体の測

定が可能となった｡そこで本法により,下記のアレルギー性患児血清中のダニ,卵白,牛乳に対する特異
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IgE-RAST により経過と共に血清を測定した｡APの血清高 IgA は疾患の原因というよりも二次的に生

ずることを明らかにした｡

以上の如く,本研究はアレルギー性疾患の血清特異 IgA の測定に新機軸をうみ,アレルギー性疾患の

病態の解明に寄与するところが極めて多い｡

よって,本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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